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13 差別や人権侵害について 
 

（１）差別や人権侵害を受けていると感じることの有無 
 

障害があることで、差別や人権侵害を受けていると感じる割合（「たまに感じる」、「いつも感じる」

の合計）は、身体障害者で 23.7％、知的障害者で 55.1％、精神障害者で 52.1％、施設入所者で

24.4％となっており、知的障害者、精神障害者では半数を超えている。 

 

身体障害者では、差別や人権侵害を受けていると感じる割合は 23.7％である。 

障害の種類別でみると、「内部障害」では差別や人権侵害を感じる人は少ない。 

 

 

ほとんど感じる
ことはない

たまに感じる いつも感じる わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,06452.9 19.5 4.2 10.0 13.4

 
 

 

【身体障害者】 
 

全体 

差別や人権侵害を感じる頻度 

回答者数 

ほとんど感じる
ことはない

たまに感じる いつも感じる わからない 無回答

(%)

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能の
障害

肢体不自由（上肢・下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害

その他

ｻﾝﾌﾟﾙ数

133

158

26

41

723

215

601

59

47.4

39.9

42.3

39.0

50.1

47.9

66.2

49.2

29.3

28.5

30.8

34.1

22.7

23.7

8.3

23.7

3.8

7.0

7.7

2.4

4.3

7.4

2.0

3.4

14.3

8.2

3.8

7.3

10.5

8.8

10.5

6.8

5.3

16.5

15.4

17.1

12.4

12.1

13.0

16.9

回答者数 

140



 

141 

 

知的障害者では、差別や人権侵害を受けていると感じる割合は 55.1％である。 

精神障害者では、差別や人権侵害を受けていると感じる割合は 52.1％である。 

施設入所者では、差別や人権侵害を受けていると感じる割合は 24.4％である。 

 

 

 

ほとんど感じる
ことはない

たまに感じる いつも感じる わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

35019.7 41.1 14.0 19.1 6.0

 
 

 

ほとんど感じる
ことはない

たまに感じる いつも感じる わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

31127.0 39.2 12.9 14.8 6.1

 
 

 

ほとんど感じる
ことはない

たまに感じる いつも感じる わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

9422.3 19.1 5.3 50.0 3.2

 
 

 

【施設入所者】 
 

全体 

【知的障害者】 
 

全体 

【精神障害者】 
 

全体 

回答者数 

回答者数 

回答者数 
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（２）差別や人権侵害を受けていると感じるとき（自由回答） 

 

主な意見は、次のとおりである。 
 

【身体障害】 

・障害の理解が得られず嫌な顔をされた。 

・自分の言っていることを無視された。 

 ・仕事や旅行に参加を制限された。 

 ・駅などがバリアフリーでない。 

 ・障害があると分かり態度が変わった。 

 ・電車内で席をゆずってもらえない。 

 ・障害ゆえに仕事に就けない。 

 ・ジロジロと見られる。 

 ・障害特性を分かってもらえず、どなられたり厳しい言葉をかけられる。 

 

【知的障害者】 

 ・障害への理解を得られない。 

 ・周囲から疎外されている。 

 ・迷惑そうな視線を受ける。 

 ・障害ゆえにさまざまな社会資源を利用できない。 

 ・いじめや暴力を受けた。 

 ・障害特性を分かってもらえず、どなられたり厳しい言葉をかけられる。 

 

【精神障害者】 

 ・障害特性を分かってもらえず、どなられたり厳しい言葉をかけられる。 

 ・周囲から疎外されている。 

 ・不審者扱いをうけた。 

 ・障害があると分かり態度が変わった。 

 ・障害に対する理解がない。 

 ・誰も口をきいてくれない。 

 ・精神科に受診しているというだけで、会社から解雇された。 

 

【施設入所者】 

 ・周囲から受ける視線。 

 ・障害というだけで、避けてしまう人がいる。 

 ・挨拶を返してもらえない。 

 ・施設のハード面が整備されていない。 
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（３）地域で障害に対する理解を得られていると感じるか 
 

地域で暮らす上で、障害に対する理解を十分得られていると感じる人は、身体障害者では

17.7％、知的障害者では 10.9％、精神障害者では 8.7％となっている。 

 

身体障害者では、地域で暮らす上で、障害に対する理解を得られていないと感じる人（「時々理

解を得られていないと感じる」、「あまり得られていないと感じる」、「理解を得られていないと感じる」

の合計）は、31.0％である。 

障害の種類別にみると、「平衡機能障害」では「理解を十分得られていると感じる」が他の障害

の種類より多く、「内部障害」では「わからない」が他の障害の種類より多くなっている。 

 

 

 

 

理解を、十分
得られている
と感じる

理解を、時々
得られていな
いと感じる

理解を、あま
り得られてい
ないと感じる

理解を、得ら
れていないと
感じる

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

2,06417.7 15.1 11.0 4.9 30.2 21.0

 
 

 

【身体障害者】 
 

全体 

障害に対する地域の理解度 

回答者数 

理解を十分得
られていると
感じる

理解を時々得
られていない
と感じる

理解をあまり
得られていな
いと感じる

理解を得られ
ていないと感
じる

わからない 無回答

(%)

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能の
障害

肢体不自由（上肢・下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害

その他

ｻﾝﾌﾟﾙ数

133

158

26

41

723

215

601

59

16.5

13.9

26.9

14.6

19.6

18.6

16.0

18.6

21.8

17.7

42.3

14.6

17.2

15.8

9.2

16.9

15.8

13.3

7.7

17.1

11.1

13.0

9.8

5.1

4.5

7.6

7.7

2.4

5.3

7.4

3.5

3.4

29.3

27.2

3.8

26.8

27.9

23.7

39.3

28.8

12.0

20.3

11.5

24.4

18.9

21.4

22.3

27.1

回答者数 
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知的障害者では、地域で暮らす上で、障害に対する理解を得られていないと感じる人は、

52.3％である。 

精神障害者では、地域で暮らす上で、障害に対する理解を得られていないと感じる人は、

51.7％である。 

 

 

 

 

理解を、十分
得られている
と感じる

理解を、時々
得られていな
いと感じる

理解を、あま
り得られてい
ないと感じる

理解を、得ら
れていないと
感じる

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

35010.9 20.3 18.6 13.4 28.9 8.0

 
 

 

 

理解を、十分
得られている
と感じる

理解を、時々
得られていな
いと感じる

理解を、あま
り得られてい
ないと感じる

理解を、得ら
れていないと
感じる

わからない 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

3118.7 14.8 17.0 19.9 33.1 6.4

 
 

【知的障害者】 
 

全体 

【精神障害者】 
 

全体 

回答者数 

回答者数 
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（４）地域で障害に対する理解を得られている、または得られていないと感じるとき

（自由回答） 

 

主な意見は、次のとおりである。 
 

【身体障害者】 

○理解されていると感じるとき 

 ・障害を思いやる声をかけてくれる。 

 ・日常生活の中で、障害に配慮した対応をしてくれる。 

 ・各種の優先制度や免除制度がある。 

 ・普通に接してくれる。 

○理解されていないと感じるとき 

 ・内部障害等のため、障害者と認識されず大変さが理解されない。 

 ・団地の清掃当番等、障害のない人と同様の分担を求められる。 

 ・バリアフリーが不十分。 

 ・介助する方がいる場合といない場合で対応が違う。 

 ・障害があると分かると周囲の対応が違う。 

 ・周囲とコミュニケーションがとれない。 

 

 

【知的障害者】 

○理解されていると感じるとき 

 ・近隣の方に理解されている。 

 ・挨拶等の声をかけてくれる。 

 ・日常生活の中で、障害に配慮した対応をしてくれる。 

 ・普通に接してくれる。 

○理解されていないと感じるとき 

 ・障害特性に対して理解がない。 

 ・迷惑そうな視線等をうける。 

 ・周囲の人が本人に向かって話さない。 

 ・社会参加が制限される。 

 ・本人や家族の努力不足が、障害の原因であると思われやすい。 
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【精神障害者】 

○理解されていると感じるとき 

 ・日常生活の中で、障害に配慮した対応をしてくれる。 

 ・普通に接してくれる。 

○理解されていないと感じるとき 

 ・障害特性に対して理解がない。 

 ・団地の清掃当番等、障害のない人と同様の分担を求められる。 

 ・迷惑そうな視線等をうける。 

 ・社会参加が制限される。 

 

 

146




